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サツマイモの生産と用途別仕向量（令和４年）

表 -1　令和４年サツマイモの⽣産及び⽤途別仕向状況（上位15県）

令和 4 年のサツマイモの生産状況と用途別仕向量を表 - １に
示した。全国の作付面積は 32,262ha で，生産量は 716,540t
である。鹿児島県，茨城県，千葉県，宮崎県の主要４県が作付
面積の 75％，生産量の 80％を占めている。

用途別仕向状況をみると，生食用が 53.5％と大半を占めて
おり，うち農家自家消費 8.7％を含む。焼酎用が 19.2％，加
工食品用が 13.9％，でん粉用が 7.9％と続いている。多くの
県は生食用が中心だが，主要生産県では用途別の生産状況には
それぞれ特徴がある。鹿児島県は焼酎用が 42％，でん粉原料
用が 25％を占め，生食用を上回る。茨城県は生食用が多いも
のの，比較的加工食品用も多く，焼きいもや大学いも，干しい
も等に仕向けられている。宮崎県は，焼酎用が 64％を占めて

いる。
日本産のサツマイモは，甘みが強いことから海外でも人気が

あり，輸出額は増加傾向にあり，全体の割合は 0.6％に過ぎな
いが，茨城や宮崎県では生産量の 1.3 〜 1.5％のシェアを占め
ている。令和４年の輸出額は 27.9 億円で，野菜の中ではイチ
ゴに次いで第２位である。

総務省「家計調査」から，都道府県庁所在市及び政令指定都
市のサツマイモの購入状況ランキングをみると，令和 4 年の第
１位は徳島市で一世帯当たり購入金額 1,998 円，数量 4,441㎏，
一人当たり消費量 1,558 ｇとなっている。続いて，滋賀県大
津市，宮城県仙台市，大分市，神奈川県相模原市，群馬県前橋市，
大阪市堺市となっている。　　　　　　　　　　　　　（K. O）

　統計データから

作付⾯積 ⽣産量
（ha） （t） ⽣⾷ 飼料 種⼦ 加⼯⾷品 でん粉 焼酎 輸出

1 ⿅児島 10,000 210,000 31,160 0 4,052 33,279 53,500 87,866 136
2 茨 城 7,500 194,300 150,919 0 348 39,607 779 16 2,500
3 千 葉 3,610 88,800 81,773 888 3,610 1,058 0 0 243
4 宮 崎 3,080 77,900 9,267 0 272 16,167 1,450 49,601 1,143
5 徳 島 1,090 27,000 21,874 5 0 966 0 35 0
6 熊 本 816 19,000 17,103 54 91 1,486 0 216 43
7 静 岡 504 9,250 6,953 0 504 1,738 0 0 114
8 埼 ⽟ 504 4,990 4,307 0 257 13 0 0 0
9 ⼤ 分 369 6,500 6,284 0 0 69 0 126 82
10 神奈川 321 4,610 4,307 0 257 13 0 0 0
11 ⻑ 崎 299 4,090 3,843 1 71 139 0 20 6
12 ⾼ 知 281 6,490 4,539 0 713 1,168 0 70 0
13 愛 知 273 3,760 3,676 0 51 0 0 0 0
14 沖 縄 267 3,360 1,599 5 2 1,643 0 49※ 41
15 三 重 261 2,000 1,402 0 209 140 0 0 0

32,262 716,540 383,282 1,892 11,767 99,863 56,729 138,243 4,336
100 53.5 0.3 1.6 13.9 7.9 19.2 0.6

注）作付⾯積、⽣産量は農林⽔産省「作物統計」。仕向量は都道府県による地域作物課調べ。
  沖縄の※は，焼酎⽤22ｔ＋その他アルコール⽤27ｔの合計。

表ー１ 令和４年サツマイモの⽣産及び⽤途別仕向状況（上位15県）

順位 都道府県
⽤ 途 別 仕 分 け 数 量 （t）

合 計
⽤途別／⽣産量（％）

注）作付⾯積，⽣産量は農林⽔産省「作物統計」。仕向量は都道府県による地域作物課調べ。
　　沖縄の※は，焼酎⽤ 22 ｔ＋その他アルコール⽤ 27 ｔの合計。
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2023 年度リンゴ・落葉果樹関係除草剤・生育調節剤試験

成績検討会は，2024 年 1 月 29 日 ( 月 ) に Zoom を用いた

Web 会議において開催された。

この検討会には，試験場関係者 31 名，委託関係者 22 名

ほか，計 62 名の参集を得て，リンゴ関係生育調節剤 3薬剤

(11 点 )，落葉果樹関係除草剤 1薬剤 (2 点 )，生育調節剤 5

薬剤 (16 点 ) について，試験成績の報告と検討が行われた。

その判定結果については，次の表に示す通りである。
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討会は，2024年1月29日(月)にZoomを用いたWeb会議におい

て開催された。 

この検討会には，試験場関係者31名，委託関係者22名ほか，

計62名の参集を得て，リンゴ関係生育調節剤3薬剤(11点)，落
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て，試験成績の報告と検討が行われた。 

その判定結果については，次の表に示す通りである。 

  

22002233年年度度リリンンゴゴ関関係係除除草草剤剤・・生生育育調調節節剤剤試試験験  判判定定結結果果  

A.生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AF-4 くん蒸 
1-メチルシクロプロペ
ン:0.014% 
 
 
[アグロフレッシュ・ジャ
パン] 

リンゴ リンゴにおける容器内くん蒸処理に
よる収穫物の品質劣化抑制の検討(適
用性:2年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

2.OK-135 水和 
アラニカルブ:40% 
 
 
[OATアグリオ] 

リンゴ 
(ふじ) 

リンゴ(ふじ)での摘果効果の検討(3
年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

3.S-4677 液 
ベンジルアデニン 
(旧ベンジルアミノプリ
ン):1.9% 
 
 
[住友化学] 

リンゴ 
(王林) 

リンゴ(王林)における満開2週間後で
の立ち木全面散布による摘果および
果実肥大促進効果の検討(適用性:2年
目) 

実・継 実) 
[リンゴ(ふじ，シナノスイート):摘果および果実
肥大促進] 
・満開2週間後(中心果径10mm程度) 
・200～400倍<十分量(200～700L/10a)> 
・立木全面散布 
 
注) 
・果実肥大促進は処理後の気温が低い時や，花芽
の状態の悪い樹勢の弱い木への処理では効果が見
られない場合がある 
 
継) 
・効果・薬害の確認(王林) 
 

リンゴ 
(シナノ
ス イ ー
ト) 

リンゴ(シナノスイート)における満
開2週間後での立ち木全面散布による
摘果および果実肥大促進効果の検討
(適用性:2年目) 
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NFH-131 液 
(旧MRS-195) 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41.0% 
 
 
[ニューファム]  

スモモ 生育期処理の多年生雑草を対象とし
た茎葉処理(樹間・樹冠下)による適用
性の検討(4年目) 

実・継 実) 
[スモモ:一年生雑草] 
・春～夏期，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・250～500mL<50～100L>/10a 
・茎葉処理(樹間・樹冠下) 
 
[スモモ:多年生広葉雑草] 
・春～夏期，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・500～1000mL<50～100L>/10a 
・茎葉処理(樹間・樹冠下) 
 
継) 
・効果・薬害の確認(多年生イネ科雑草) 
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て，試験成績の報告と検討が行われた。 

その判定結果については，次の表に示す通りである。 
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A.生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AF-4 くん蒸 
1-メチルシクロプロペ
ン:0.014% 
 
 
[アグロフレッシュ・ジャ
パン] 

リンゴ リンゴにおける容器内くん蒸処理に
よる収穫物の品質劣化抑制の検討(適
用性:2年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

2.OK-135 水和 
アラニカルブ:40% 
 
 
[OATアグリオ] 

リンゴ 
(ふじ) 

リンゴ(ふじ)での摘果効果の検討(3
年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

3.S-4677 液 
ベンジルアデニン 
(旧ベンジルアミノプリ
ン):1.9% 
 
 
[住友化学] 

リンゴ 
(王林) 

リンゴ(王林)における満開2週間後で
の立ち木全面散布による摘果および
果実肥大促進効果の検討(適用性:2年
目) 

実・継 実) 
[リンゴ(ふじ，シナノスイート):摘果および果実
肥大促進] 
・満開2週間後(中心果径10mm程度) 
・200～400倍<十分量(200～700L/10a)> 
・立木全面散布 
 
注) 
・果実肥大促進は処理後の気温が低い時や，花芽
の状態の悪い樹勢の弱い木への処理では効果が見
られない場合がある 
 
継) 
・効果・薬害の確認(王林) 
 

リンゴ 
(シナノ
ス イ ー
ト) 

リンゴ(シナノスイート)における満
開2週間後での立ち木全面散布による
摘果および果実肥大促進効果の検討
(適用性:2年目) 
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薬 剤 名 
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[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NFH-131 液 
(旧MRS-195) 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41.0% 
 
 
[ニューファム]  

スモモ 生育期処理の多年生雑草を対象とし
た茎葉処理(樹間・樹冠下)による適用
性の検討(4年目) 

実・継 実) 
[スモモ:一年生雑草] 
・春～夏期，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・250～500mL<50～100L>/10a 
・茎葉処理(樹間・樹冠下) 
 
[スモモ:多年生広葉雑草] 
・春～夏期，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・500～1000mL<50～100L>/10a 
・茎葉処理(樹間・樹冠下) 
 
継) 
・効果・薬害の確認(多年生イネ科雑草) 
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B.生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AKD-8152 水溶 
1-ナフタレン酢酸ナトリ
ウム:4.4% 
 
 
[アグロカネショウ] 

ナシ 
(あきづ
き) 

ナシ(あきづき)における立木全面散
布あるいは枝別散布による摘果効果
の検討 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

ナシ 
(幸水) 

ナシ(幸水)における立木全面散布あ
るいは枝別散布による摘果効果の検
討 

ナシ 
(新王) 

ナシ(新王)における立木全面散布あ
るいは枝別散布による摘果効果の検
討 

ナシ 
(豊水) 

ナシ(豊水)における立木全面散布あ
るいは枝別散布による摘果効果の検
討 

2.KS-102 液 
アブシシン酸 
(旧S-アブシジン酸):10% 
 
 
[住友化学] 

ブドウ 
(安芸ク
イーン) 

ブドウ(安芸クイーン)における着色
始期～2週間後での果房散布による着
色促進効果の検討(適用性:3年目) 

実・継 実) 
[ブドウ(安芸クイーン，巨峰，ピオーネ):着色促
進] 
・着色始期～着色開始2週間後 
・100～200倍<2～10mL/房を目安> 
・果房散布 
 
[ブドウ(クイーンニーナ):着色促進] 
・着色始期 
・100～200倍<2～10mL/房を目安> 
・果房散布 
 
・着色開始2週間後 
・100倍<2～10mL/房を目安> 
・果房散布 
 
注) 
・薬液が果粒につきすぎると果面の汚れや果粉が
溶脱する場合がある 
 
継) 
・クイーンニーナ(着色2週間後200倍)，藤稔，ル
ビーロマンにおける効果・薬害の確認 
 

ブドウ 
(クイー
ン ニ ー
ナ) 

ブドウ(クイーンニーナ)における着
色始期～2週間後での果房散布による
着色促進効果の検討(適用性:着色2週
間後4年目，果粒軟化期3年目) 

ブドウ 
(藤稔) 

ブドウ(藤稔)における着色始期～2週
間後での果房散布による着色促進効
果の検討(適用性:2年目) 

3.KS-102 液 
アブシシン酸:10% 
 
 
[石川県農林総合研究セ
ンター] 

ブドウ 
(ルビー
ロマン) 

ブドウ(ルビーロマン)における着色
始期～着色開始2週間後での果房散布
による着色促進効果の検討(品種拡
大，適用性:2年目) 

4.NB-27 液 
メ ピ コ ー ト ク ロ リ
ド:44.0% 
 
 
[日本曹達] 

ブドウ 
(クイー
ン ニ ー
ナ) 

ブドウ(クイーンニーナ)における満
開10～40日後での立ち木全面または
枝別散布による新梢伸長抑制効果の
検討(適用性:1年目，500倍<150L>/10a
における品種拡大) 

実・継 実) 
[ブドウ(安芸クイーン，巨峰):新梢伸長抑制] 
・満開10～40日後 
・500倍<150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(シャインマスカット):新梢伸長抑制] 
・満開10～40日後 
・500倍<150L>/10a,1000～2000倍<300L> /10a 
 
・満開10～20日後 
1000倍<150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(ナガノパープル):新梢伸長抑制] 
・満開10～20日後 
・500倍<150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(ピオーネ):新梢伸長抑制] 
・満開10～40日後 
・500倍<150L>/10a，1000倍<300L>/10a 
・立木全面散布 
 

B. 生育調節剤
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B.生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AKD-8152 水溶 
1-ナフタレン酢酸ナトリ
ウム:4.4% 
 
 
[アグロカネショウ] 

ナシ 
(あきづ
き) 

ナシ(あきづき)における立木全面散
布あるいは枝別散布による摘果効果
の検討 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

ナシ 
(幸水) 

ナシ(幸水)における立木全面散布あ
るいは枝別散布による摘果効果の検
討 

ナシ 
(新王) 

ナシ(新王)における立木全面散布あ
るいは枝別散布による摘果効果の検
討 

ナシ 
(豊水) 

ナシ(豊水)における立木全面散布あ
るいは枝別散布による摘果効果の検
討 

2.KS-102 液 
アブシシン酸 
(旧S-アブシジン酸):10% 
 
 
[住友化学] 

ブドウ 
(安芸ク
イーン) 

ブドウ(安芸クイーン)における着色
始期～2週間後での果房散布による着
色促進効果の検討(適用性:3年目) 

実・継 実) 
[ブドウ(安芸クイーン，巨峰，ピオーネ):着色促
進] 
・着色始期～着色開始2週間後 
・100～200倍<2～10mL/房を目安> 
・果房散布 
 
[ブドウ(クイーンニーナ):着色促進] 
・着色始期 
・100～200倍<2～10mL/房を目安> 
・果房散布 
 
・着色開始2週間後 
・100倍<2～10mL/房を目安> 
・果房散布 
 
注) 
・薬液が果粒につきすぎると果面の汚れや果粉が
溶脱する場合がある 
 
継) 
・クイーンニーナ(着色2週間後200倍)，藤稔，ル
ビーロマンにおける効果・薬害の確認 
 

ブドウ 
(クイー
ン ニ ー
ナ) 

ブドウ(クイーンニーナ)における着
色始期～2週間後での果房散布による
着色促進効果の検討(適用性:着色2週
間後4年目，果粒軟化期3年目) 

ブドウ 
(藤稔) 

ブドウ(藤稔)における着色始期～2週
間後での果房散布による着色促進効
果の検討(適用性:2年目) 

3.KS-102 液 
アブシシン酸:10% 
 
 
[石川県農林総合研究セ
ンター] 

ブドウ 
(ルビー
ロマン) 

ブドウ(ルビーロマン)における着色
始期～着色開始2週間後での果房散布
による着色促進効果の検討(品種拡
大，適用性:2年目) 

4.NB-27 液 
メ ピ コ ー ト ク ロ リ
ド:44.0% 
 
 
[日本曹達] 

ブドウ 
(クイー
ン ニ ー
ナ) 

ブドウ(クイーンニーナ)における満
開10～40日後での立ち木全面または
枝別散布による新梢伸長抑制効果の
検討(適用性:1年目，500倍<150L>/10a
における品種拡大) 

実・継 実) 
[ブドウ(安芸クイーン，巨峰):新梢伸長抑制] 
・満開10～40日後 
・500倍<150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(シャインマスカット):新梢伸長抑制] 
・満開10～40日後 
・500倍<150L>/10a,1000～2000倍<300L> /10a 
 
・満開10～20日後 
1000倍<150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(ナガノパープル):新梢伸長抑制] 
・満開10～20日後 
・500倍<150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(ピオーネ):新梢伸長抑制] 
・満開10～40日後 
・500倍<150L>/10a，1000倍<300L>/10a 
・立木全面散布 
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B.生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

4.NB-27 液 つづき ブドウ 
(ナガノ
パ ー プ
ル) 

ブドウ(ナガノパープル)における新
梢展開葉7～11枚時での立ち木全面ま
たは枝別散布による新梢伸長抑制お
よび着粒増加効果の検討(適用性:1年
目，1000倍<300L>/10aにおける品種拡
大) 

  [ブドウ(欧州種):着粒増加] 
・新梢展開葉7～11枚時 
・1000～2000倍 <100～150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(欧州種(シャインマスカットを除く)):新
梢伸長抑制]  
・新梢展開葉7～11枚時 
・1000～2000倍 <100～150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(シャインマスカット):新梢伸長抑制]  
・新梢展開葉7～11枚時 
・500～2000倍 <100～150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(欧米雑種及び米国種,デラウエアを除
く):新梢伸長抑制，着粒増加] 
・新梢展開葉7～11枚時 
・500～800倍<100～150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(デラウエア;無核):新梢伸長抑制] 
・新梢展開葉7～11枚時 
・800～1000倍<100～150L>/10a 
・立木全面散布 
・1500～2000倍<200～250L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(巨峰;無核):新梢伸長抑制] 
・新梢展開葉8～10枚時 
・500倍<100～150L>/10a 
・立木全面散布 
 
[ブドウ(ピオーネ;露地栽培):新梢伸長抑制] 
・新梢展開葉7～11枚時 
・500倍<150L>/10a， 
1000倍<300L>/10a 
・立木全面散布 
 
継) 
・シャインマスカットにおける薬量1000倍
<150L>/10aでの効果，薬害の確認(満開40日後での
新梢伸長抑制) 
・あづましずく，クイーンニーナにおける薬量500
倍<150L/10a>での効果，薬害の確認(満開10日，20
日，40日後での新梢伸長抑制) 
・ナガノパープルにおける薬量1000倍<300L>/10a
での効果，薬害の確認 (新梢展開葉7～11枚時での
新梢伸長抑制および着粒増加) 
 

5.ジベレリン水溶 
/KT-30S 液 

ジベレリン:3.1%/ 
ホルクロルフェニュロ
ン:0.10% 
 
 
[愛知県農業総合試験場] 

ブドウ 
(シャイ
ンマスカ
ット) 

ブドウ(シャインマスカット)におけ
る花房浸漬および果房浸漬処理によ
る無種子化と果粒密度低減および果
粒肥大促進効果の検討(適用性:1年
目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

 

 

B. 生育調節剤

2023度リンゴ・落葉果樹関係除草剤・生育調節剤試験判定結果　25


